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らえ難 く,動脈痛壁の解離や動脈硬化 も二次的に加わった修飾である可能性がある｡ 今回,
Spra即e-Dawleyラットに-側総頚動脈の結紫および腎性高血圧症を負荷し,主要な側副血行路となり血
流負荷の増大が予想される総頚動脈結紫側後大脳動脈近位部 (Pl)に非分岐部脳動脈癌を高頻度に誘発
することに成功した｡これらはすべて蛇行 ･拡張変化を示すPlに誘発され,殆どがずり応力の高まる血
管の曲がり近傍に発生した｡分岐部脳動脈痛も血流負荷の増大が予想される総頚動脈非結繁側の前大脳一
喚動脈分岐部を中心に誘発され,両者は高頻度で併発した｡組織学には分岐部,非分岐部を問わず内弾性
板の断裂 ･消失および中膜筋細胞の消失にもとづく中膜の罪薄化が特徴であり,いかに罪薄化した壁にお
いても最内層には内皮細胞が存在した｡以上の研究はラット血管非分岐部脳動脈癌が病理発生学的に分岐
部脳動脈痛と本質的に一致し,その発生にはhemodynamicstress,特にずり応力の上昇が重要であるこ
とを示唆し,ヒト非分岐部脳動脈癌の病理発生の解明に貢献した｡
したがって;本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月3日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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